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DNAでたどるオサムシの系統と進化. 大澤省三・ 蘇智慧・ 井村有希著, 264 PP・ 哲学
書房, 東京. 定価9800円.
遺伝子の本体であるDNAの研究成果について, 最近ではまず疑いの日で見る人はぃなぃだ
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ろうが, 本書の 「まえがき」 にあるように, つい一昔前まで, それは魔女の呪術を見るような
目で見られていたか, あるいは無視されていたものである.
本書は, 昆虫を材料とした分子系統進化学をつねにリードしてきた著者らの研究成果を集大
成したものである. 第 l 章「オサムシ研究への道のり」 では, 研究を始めた経緯や, 多くの支
援者を得て研究が進展してぃく様子が語られる. 第2 章 「材料の収集と採集記」 には, 世界中
のオサムシの分子系統解析用標本を収集する苦労が記されている. オサムシの宝庫である中国
四川省や日本のオサムシ相にも関係の深い韓国での採集記は, 分子生物学とは疎遠なオサムシ
愛好家にも楽しく読めるはずである. 第3 章「分子系統樹」は, DNAを用いた系統解析の基礎
を説明している. 第4章「オサムシ亜科の系統と分布」では, オサムシ科全体のなかのオサム
シ亜科の起源と分岐年代が推定される. 第5 章 「オサムシ亜科の系統各論」 では, 世界中のオ

サムシ各群の系統関係, 第6 章では, その結果に基づく分類の再構成が提示される. 第7 章は

日本列島におけるオサムシ相の成立について述べられ, 第8 章ではその各系統について, 列島

内での種, 亜種分化パターンを交えて語られている.
第9 章で著者らは, 以上の系統解析結果から推定されるオサムシの多様化パターンについて

述べているが, これは総合考察ともいえる, たいへん重要な部分である. 彼らは, まず第一に
オサムシの属レベルでの「一斉放散」が起こり, 続いて中, 小規模の放散, さらには単独の分
岐が起こった, と推定する. そしてオサムシに見られる極端な形態変化は, 徐々 に起こったも
のではなく, 急激に起こったと推定される点を強調する. さらに, いくつかの実例を挙げて,
オサムシに起こった平行進化と収敏 (著者らは同所的に起こった平行進化をこう呼ぶ) につい

て解説した. このなかで示された, チリオサムシに見られる色彩の収斂現象は見事である. 結
論として, オサムシの進化, 多様化は, 古い時代のごく短期間に起こったと思われる爆発的な
放散, すなわち「動」の時代と, それに続く, 長い時間ほとんどなんの変化も生じない 「静」
の時代の組み合わせである, とした. これは, 他の動物群にも共通する可能性の高い,  きわめ
て重要な進化のパースペクティブであると評価できるだろう.
オオオサムシ属0homopterusの系統に関して, 著者らが主張してきたタイプスイッチング仮
説と, 他のなん人かの研究者によって提示された, 交雑によるミトコンドリアDNAの水平移
動説との, 大きく分けて2つの説が論争を続けてきたことは, ここ数年の甲虫界の大きいトピ
ックの一つだった. 本書では, 西日本の本属について, 水平移動説を代替仮説の一つに加えて
いる.  さらに, とりわけ複雑な様相を呈している近幾, 中部のファウナについても, 水平移動
を仮定せずには説明がっかなくなっているようだ. これらを含め, 分子時計による年代推定な
ど, まだまだ検討を要するテーマがオサムシ研究には残されている. むしろ分子系統が明らか
になることによって, あらたな問題が生み出されたとぃえるだろう.  しかしそれこそが, 著者
らの研究なくしては決して導き出し得なかった, 科学のおもしろさではないだろうか.

(野村周平)


